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ノーベル賞と時間生物学          循環循環循環循環研理事研理事研理事研理事            服 部   充 

 

今回は、時間生物学について、少しだけ触れて

みたいと思います。現在、私は日本時間生物学会

の会員なのですが、先日、会員あてに下記のよう

なメールが届きました。 

 

★★★★★★★★★★★★★★★ 

日本時間生物学会の会員の皆さまへ 

 

すでにご存知のことと思いますが、2017 年度の

ノーベル生理学医学賞にはジェフ・ホール博士、

マイケル・ロスバッシュ博士、ならびにマイケ

ル・ヤング博士の３人の米国科学者に授与される

と発表されました（2017 年 10 月 2日付）。 

 

いずれの研究者も、1980 年代からショウジョウ

バエを主な研究対象にして活発な研究を進め、爆

発的に進んだ時計遺伝子の発見と、時計遺伝子が

コードする時計タンパク質による転写調節に基

づく概日時計の振動機構の解明において先駆的

な業績を挙げたことが受賞理由です。 

 

 

 

 

 

 

時間生物学の中心的な研究成果に対してノーベ

ル賞が与えられることは、私たち同じ研究分野の

研究者にとって大きな喜びであり、日本時間生物

学会として、3人の研究者たちに最大の敬意と心

からの祝福を表したいと思います。時間生物学の

研究の重要性が世界の人々に広く認識され、今後、

ますます大きく発展することを願いたいと思い

ます。 

 

平成 29 年 10 月 3 日 

 

日本時間生物学会  

理事長 深田 吉孝 

 

★★★★★★★★★★★★★★★ 

ノーベル生理学医学賞は、毎年、スウェーデン

のカロリンスカ研究所（医科大学）にて、選考委

員会が開かれます。カロリンスカ研究所（医科大

学）には、私も認知症ケアの研修で、訪れたこと

があります。今から 13年ほど前のことです。 
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「KAROLINSKA INSTITUTET Department 

of Nursing, Department of Neurotec」の修了証

明書をいただくことができました。とても充実し

た研修で、認知症ケアの最新かつ奥深いものを学

ぶことができました。 

 

グループホーム室内の様子グループホーム室内の様子グループホーム室内の様子グループホーム室内の様子    

 

社会福祉法人花園公益会フラワーヴィラでは、

現在、認知症介護の指導者が２名在職しており、

埼玉県内の研修では、講師として指導する立場に

あります。たくさんの方が見学や研修に訪れてい

ます。カロリンスカ研究所（医科大学）という世

界最高峰での研修は、やはり素晴らしいものだっ

たと、あらためて実感致しております。 

 

館内を一回りできるグループホームの廊下館内を一回りできるグループホームの廊下館内を一回りできるグループホームの廊下館内を一回りできるグループホームの廊下    

 

私は、認知症の方にとって、体内時計が重要な

役割を果たしていると考えています。フラワーヴ

ィラの認知症対応型のグループホームは、日当た

りが良く、朝・日中・夕方の違いも、中庭に植え

た大きな木の影の位置により、体感できます。建

物の設計は、太陽の光をあびながら、日中は適度

な運動ができるようになっており、それによって、

夜間はしっかりと睡眠がとれるわけです。昼夜逆

転や夜間徘徊等を防ぎ、生活のリズムも整います。 

 

室内の窓ガラス越に見える中庭の木室内の窓ガラス越に見える中庭の木室内の窓ガラス越に見える中庭の木室内の窓ガラス越に見える中庭の木    

 

高齢者だけではなく、幼児期も体内時計が重要

です。「元気な子供」になるためには、体内時計

をしっかりとさせることが大切です。規則正しい

生活をおくり、日中は太陽のもとで元気に遊び、

しっかりと食事をします。そして、夜はたっぷり

眠ること、それが子供の成長にとって、一番大事

なことだと思っています。 

 

建物・室内に映る中庭の木の影建物・室内に映る中庭の木の影建物・室内に映る中庭の木の影建物・室内に映る中庭の木の影    

 

時間生物学は、幼児や高齢者の生活とも密接な

関係があると思います。今回のノーベル生理学医

学賞受賞は、時間生物学の研究に光を与え、これ

から益々、充実した研究が行われることでしょう。
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ドイツ視察ドイツ視察ドイツ視察ドイツ視察        

～老舗ガスエネルギー会社の生き残りを賭けたビジネス多角化～～老舗ガスエネルギー会社の生き残りを賭けたビジネス多角化～～老舗ガスエネルギー会社の生き残りを賭けたビジネス多角化～～老舗ガスエネルギー会社の生き残りを賭けたビジネス多角化～    

循環研理事循環研理事循環研理事循環研理事    福島福島福島福島    由美子由美子由美子由美子    

    

はじめにはじめにはじめにはじめに    

2017 年 5 月～6 月にかけて、ドイツの最新エネ

ルギー事情を学ぶためにドイツを視察した。いく

つか印象に残った視察先から、まずはドイツ・ベ

ルリンの老舗のガスエネルギー公社、GASAG の

取り組みを紹介したい。 

 

会社概要会社概要会社概要会社概要    

GASAG は、1847 年創業した、ドイツの最大地

域ガスエネルギー公社のひとつである。ドイツは

国として、1990 年頃から本格的に地球温暖化対策

に乗り出している。GASAG でも 2000 年以降、地

球温暖化の対策を兼ねた新しいビジネスモデルを

模索し、経営多角化が始まった。2009 年からはガ

スのみでなく、毎年、新しい電力事業へ事業を拡

大。太陽光・バイオガス・コジェネ・風力発電・

風力・藻などによるエネルギーソリューションを

はじめ、現在は再エネからスマートモビリティま

で多角経営を行い、グループ全体で約 11 億ユーロ

の売上を上げている。 

 

ユーレフキャンパスユーレフキャンパスユーレフキャンパスユーレフキャンパス        

経営多角化事業のひとつに、GASAG の所有す

るベルリンの 5.5ha の「ユーレフキャンパス 

(EUREF Campas)」と呼ばれる敷地の再開発があ

る。ここはベルリン中心地から 30 分ほど電車を乗

り継いだ閑静な場所に位置している。この敷地の

中には新旧のビル数棟が立ち並び、約 100 の大小

企業と研究施設にオフィスを賃貸し、約 2000 人

が働いている。敷地内では、既存のビルの省エネ・

断熱改修が行われ、トリプルガラスや断熱の躯体

を実装した最新の ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル

ディング）のオフィスビルも新築した。ここの敷

地内は、ドイツ政府の 2050 年に向けた気候変動

対策目標を 2014 年に既に達成し、省エネと再エ

ネにより 100％CO2 フリーとなっている。現在は

世界中からここでの取り組みが注目され、週に 4

回の視察を受け入れている。今は商業施設中心だ

が、将来ホテルや居住地としても活用を考えてお

り、2018 年までに開発終了予定とのことだ。 
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ユーレフキャンパス内の様々な企業や試みユーレフキャンパス内の様々な企業や試みユーレフキャンパス内の様々な企業や試みユーレフキャンパス内の様々な企業や試み    

ここには、ドイツ最大の電気自動車の電力供給

ステーションがある。最大 26 台の電気自動車に、

太陽光発電で同時にチャージができる。また環境

に優しい建材（リードのプラチナ認証取得）で作

った、電柱に装着できるタイプの電気スタンドを

開発しているが、街中の電気供給スタンドの設置

場所の確保が課題だという。まだ普及していない

が、既存の 18 万台の電柱のうち 5 千台に装着可能

だという。 

敷地内には 4 つのレストランがあり、社員向け

の食堂とはいえかなりお洒落で良心的な価格だっ

た。ここでは、敷地内のビルの壁で栽培中の藻を

使ったメニューも提供されるという。 

また、DB（Deutche Bahn：日本の JR のよう

な交通インフラ企業）が開発中の、無人自動車が

試運転で走っていた。敷地内は結構広いので、無

人自動車は敷地内地図を暗記し、敷地内の人を運

ぶことができるようになるという。 

 ほかにも、従業員が休憩中に使えるビーチバレ

ーの施設、オフィス内での太陽光を利用した電灯、

超小型風力発電のタービンなど、見どころが満載

であった。 

 ここの敷地内にオフィスを構えたら、企業はそ

れだけで（オフィス部分については）CO2 フリー

を標榜できるので、周辺の相場より多少高い賃料

でもテナントとして借りたい企業はたくさんある

だろう。今後の開発にも引き続き期待したい。 

    

    

    
    
    
    
        



循環研通信/JUNKAN NO . 4 8   2 0 1 8 . 1   p5  

不都合な真実を放置しないために 

—気候変動に関する国連交渉と日本の温暖化対策の動向 

循環研代表 久米谷 弘光 

 

昨年 11 月の東京映画祭を皮切りに映画『不都合

な真実 2：放置された地球』が上映されています。

私も年が明けてからですが、映画館に足を運びま

した。グリーンランドの氷河が爆発するように溶

け、マイアミの道路が海面上昇で冠水し、巨大な

台風やハリケーンの襲来に見舞われる世界各地の

映像がショッキングです。カメラは元米国副大統

領アル・ゴアの気候危機を防ぐ活動を追いかます

が、改めて、気候危機の回避にとって画期的な「パ

リ協定」が、パリのテロの悲劇の直後に、国連気

候変動枠組条約第 21 回締結国会議(COP21)に集

まった世界の首脳たちの高い志の表明の結果とし

て成立したことを思い起こしました。 

この映画は、2006 年に映画『不都合な真実』が

アカデミー賞を受賞し、翌年アル・ゴアが気候変

動による危険に関する情報を世界に提供したとし

てノーベル賞を受賞した後も、ほぼ 10 年間不都合

な真実は放置されたと告発しています。2016 年

11 月にパリ協定が発効し、2017 年 11 月にはドイ

ツのボンで COP23 が開催されました。しかし、

2017年6月には米国のトランプ大統領がパリ協定

離脱を宣言しました。 

不都合な真実を放置しないためには何をしなけ

ればならないかを考えるために、COP23 の結果と

国内の温暖化対策の動向について、整理しておき

たいと思います。 

 

国連気候変動フィジー／ボン会議国連気候変動フィジー／ボン会議国連気候変動フィジー／ボン会議国連気候変動フィジー／ボン会議(COP23) 
昨年末の 12 月 18 日に、CAN-Japan による「国

連気候変動フィジー／ボン会議(COP23)報告会 in

東京」が行われました。ここでは、その報告内容

やいただいた資料を基に、COP23 の概要を整理し

ます。ちなみに、CAN-Japan は気候変動問題に

取り組む、120 カ国以上約 1100 の環境 NGO から

なる国際ネットワーク組織 Climate Action 

Network（CAN）の日本拠点です。 

 

CAN-Japan による「国連気候変動フィジー／ボン 

会議(COP23)報告会 in 東京」 

 

まず、2015 年から 2020 年の交渉スケジュール

の中での COP23 の位置づけは次のようになりま

す。 

【COP での交渉スケジュール】 

� 2015 年 COP21 パリ協定の採択 

� 2016 年 COP22 パリ協定の発効 

� 2017 年 COP23 パリ協定の実施指針策定

に向けた交渉 

� 2018 年 COP24 パリ協定の実施指針の完

成 

� 2020 年 COP25 パリ協定の実施へ 

 

COP23 は、フィジーを議長国として、ドイツの

ボンで開催されました。このボン会議では、パリ

協定の実施指針、すなわちルールブックの交渉の

土台となる文書の作成が行われました。また、

2018 年に行われる世界の気候変動対策の進捗状

況をチェックする促進的対話（タラノワ対話）の

進め方や 2020 年までの行動の引き上げのプロセ
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スなどについて合意しました。 

ところで、気候変動に関する国連交渉はどのよ

うに行われるのでしょう。外務省のホームページ

に気候変動交渉に係る様々な枠組みについて，そ

れがパリ協定以前と以後でどのように変容したか

を説明する図がありましたので引用します。 

 

 
出典:外務省ホームページ 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/kiko/cop_sb_index.html 

 

 各会議体の概要は下記のとおりで、COP23 にお

いては、図の右側の〈2016 年以降の構造〉にある

各会議体で、議論が行われました。 

（1）気候変動枠組条約締約国会議（COP） 

 気候変動枠組条約における最高意思決定機関で

す。全ての条約締約国が参加し，条約の実施に関

するレビューや各種決定を行います。年に 1 回開

催されます。 

（2）京都議定書締約国会合（CMP） 

 京都議定書に関する締約国会合です。全ての議

定書締約国が参加し，議定書の実施に関するレビ

ューや各種決定を行います。年に 1 回開催されま

す。 

（3）パリ協定締約国会合（CMA） 

 パリ協定に関する締約国会合です。全ての協定

締約国が参加し，協定の実施に関するレビューや

各種決定を行います。年に 1 回開催されます。 

（4）補助機関会合（SB） 

 「科学上及び技術上の助言に関する補助機関」

（SBSTA）並びに「実施に関する補助機関」（SBI）

の 2 つの補助機関の会合です。SBSTA は条約及び

議定書に関し，科学上及び技術上の情報及び助言

を提供し，SBI は条約及び議定書の効果的な実施

を評価及びレビューします。年に 2 回開催されま

す。 

（5）パリ協定特別作業部会（APA） 

 パリ協定の採択を受けて，協定の発効及びパリ

協定第 1 回締約国会合の準備のために設立された

補助機関です。協定の実施のための指針等の策定

等について協議されます。原則として，年に 2 回
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開催されます。 

（6）強化された行動のためのダーバン・プラット

フォーム特別作業部会（ADP） 

 ADP は，1．全ての国に適用される 2020 年以

降の新しい枠組み，また 2．2020 年までの緩和の

野心の向上について議論を行うために設置された

補助機関です。パリ協定を採択した 2015 年末の

COP21 において，その活動を終了しました。 

 

ゆっくり進むルールブックづくりゆっくり進むルールブックづくりゆっくり進むルールブックづくりゆっくり進むルールブックづくり 
パリ協定は 2015 年に採択され、2016 年に発行

しましたが、その実施のためには詳細なルールづ

くりが必要であり、これを 2018 年の COP24 まで

に合意することになっています。そのための作業

が今回のボン会議の APA で行われました。 

APAでは、次の議題項目毎に共同ファシリテー

ターの進行のもと非公式協議が行われ、各国の意

見をもとに非公式文書をアップデートする作業が

重ねられました。 

 

� 議題項目3：緩和 

� 議題項目4：適応 

� 議題項目5：透明性 

� 議題項目6：グローバル・ストックテイク 

（GST） 

� 議題項目7：実施の促進と遵守の推進 

� 議題項目8：その他の議題 

 

 それぞれの議題項目毎にまとめられた非公式文

書は、最終的にAPAの結論文書に「附属書」とし

て公式に添えられ、各国共通の今後の交渉の土台

として用いられることになります。 

今後は、2018 年の COP24 でのルールブックの

合意をめざして、これまでに各国が表明した意見

をもとに、どのテキストを残し、どのテキストを

削るべきかという作業を通じてオプションを整理

した交渉文書を作るという実質的な交渉モードに

入ることになります。時間の猶予はなく、作業を

より一層加速させる必要があります。 

促進的対話（タラノア対話）促進的対話（タラノア対話）促進的対話（タラノア対話）促進的対話（タラノア対話）の設計の設計の設計の設計 
 現在の各国が掲げる温室効果ガス排出削減目

標・行動の効果を全て足し合わせたとしても、パ

リ協定がめざす1.5～2℃未満という目標には全く

届きません。いかにして世界各国の排出削減努力

や、途上国における対策を進めるための支援を強

化していくかが極めて重要な課題となっています。 

そのため、パリ協定では2023年から5年毎に「グ

ローバル・ストックテイク」と呼ばれる機会を持

つこととされています。ここでは、世界全体の気

候変動対策の進捗確認を行い、更なる目標や行動

の引き上げにつなげることが意図されています。 

COP21パリ会議では、2018年にも「促進的対話

（facilitative dialogue）」を開催し、各国の排出削

減目標を引き上げる機会にすることで合意がなさ

れました。今回のボン会議では、促進的対話の進

め方については、「タラノア対話のアプローチ」

で、これを2018年1月から開始することで合意され

ました。 

「タラノア」とは、COP23議長国であるフィジ

ーの伝統で、包括的（inclusive）で、参加型で、透

明な対話のアプローチのことです。タラノア対話

は、（1）我々はどこにいるのか？（2）我々はど

こに行きたいのか？（3）どのようにそこに行くの

か？の3つの質問で構成。排出削減対策や支援の拡

大を促進するようなあり方で進められることにな

りました。 

また、タラノア対話では、「準備フェーズ」と「政

治フェーズ」の2つの段階を設定し、COP23議長国

のフィジーとCOP24議長国のポーランドが共同で

これらの2つの段階を主導し、COP24での政治フェ

ーズでは、両議長が共同議長を務めることになり

ました。 

しっかりとした証拠に基づく土台を築くことを

めざして準備フェーズは2018年1月から始められ、

COP24で終了します。締約国や、締約国以外のス

テークホルダーは、地域、国、国際レベルでのイ

ベントを開催し、このタラノア対話をサポートし、

関連する有用なインプットを準備するよう招請さ

れるとしています。 
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政治フェーズは、閣僚級の各国政府代表が集ま

り、パリ協定のめざす1.5～2℃未満という長期目

標に照らして、世界全体の気候変動対策の進捗を

チェックするとともに、各国の国別目標（NDC）

の準備に活かすもので、各国の閣僚の参加を得て、

COP24で開催されることになりました。 

タラノア対話へのインプットとしては、気候変動

に関する政府間パネル（IPCC）が 2018 年に発行

する「気温上昇 1.5℃シナリオに関する特別報告」

があります。また、締約国、ステークホルダーや

専門家には、5 月の会合への議論のために、2018

年 4月 2日までに、政策に関連する分析を用意し、

インプットを提出することが奨励されています。

さらに、タラノア対話に関するオンライン・プラ

ットフォームが作られ、ここでタラノア対話への

全てのインプットを閲覧できるようになります。 

タラノア対話が成果をあげるためには、各国政

府がその趣旨に沿って様々な主体による分析を真

摯に受け止め、自国の貢献をいかに引き上げるか

を検討する姿勢をもつか否かにかかっています。

2018年は、タラノア対話が実施されるという意味

からも、非常に重要な1年になっていきます。 

 

途上国が求めた途上国が求めた途上国が求めた途上国が求めた 2020 年までの取組強化年までの取組強化年までの取組強化年までの取組強化 
 COP23の直前にサウジアラビアなど途上国か

ら「2020年までの取組強化」の議題項目の追加提

案がありました。この背景には途上国の不満があ

ります。 

ひとつは、そもそも温暖化対策は、先進国が対

策を先導する約束であったはずなのに、先進国の

2020年までの削減努力が足りていないことです。

それにもかかわらず、パリ協定のルールブックや

タラノア対話を中心とする「2020年以降」に議論

の焦点が移っていこうとしていることへの不満で

す。 

もうひとつは、資金支援が明らかに不足しそう

であることです。過去の合意で、公的資金・民間

資金を合わせて、先進国から途上国に2020年まで

に1000億ドルの資金を動員するという約束があ

りましたが、これが米国のパリ協定離脱宣言もあ

り、不確実性が増しているということです。 

パリ協定は、「先進国と途上国」の二分論から

「全ての国々が努力する」という方向への進展を

意味するものですが、そもそも前提となっていた

「先進国がまず頑張る」という約束が果たされて

いないという不満が、ここにきて再度噴出した形

になりました。 

しかし、2018年と2019年において見直しを行う

場が設定されたことで、ひとまずこの問題につい

ては全ての国々の合意ができました。 

 

トランプ政権のパリ協定離脱の影響トランプ政権のパリ協定離脱の影響トランプ政権のパリ協定離脱の影響トランプ政権のパリ協定離脱の影響 
 WWFジャパンは、トランプ大統領のパリ協定離

脱のCOP23の影響について、次のように報告して

います。 

＊ ＊ ＊ ＊ 

トランプ大統領は、2016年6月にパリ協定離脱

を表明しましたが、実は、アメリカは2020年の11

月4日までは、パリ協定の締約国（参加国）です。

というのは、アメリカはすでにオバマ大統領下で

パリ協定を批准しており、その後パリ協定は2016

年11月4日に発効しました。そのため締約国である

アメリカは、3年間は脱退できず、しかも脱退の意

思を正式に通告してから1年後に脱退と定められ

ているため、脱退が可能となるのは、最短でも

2020年11月4日以降となるのです。ちなみにこの

日は次の大統領選挙投票日の翌日であるため、次

の大統領次第でパリ協定を離脱しない可能性もあ

ります。いずれにしても、アメリカはパリ協定の

締約国としてルール作りには参画すると表明して

います。 

実際にCOP23では、アメリカ代表団は、オバマ

政権下で、パリ協定成立に力を尽くしたアメリカ

政府代表団と顔ぶれもあまり変わっておらず、今

までよりも目立たないものの、交渉姿勢に変化は

なく、建設的に議論に参加していました。トラン

プ政権下においても、政治的にはともかく、パリ

協定のルール作りの議論には関与する姿勢が見ら

れました。 

 また、トランプの離脱表明に対抗して、アメリ
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カ国内の州政府、都市、大学、企業の2500を超え

る主体が「我々はパリ協定の中にいる（We Are 

Still In）」というイニシアティブを立ち上げてお

り、COP23会場の隣に大きなパビリオンを設立し

て、州知事や企業リーダーが100人近く終結して

「連邦政府だけがアメリカではない。実際のアメ

リカのリーダーたちはパリ協定の目標を達成して

いく」と次々と決意を表明しました。 

 この「我々はパリ協定の中にいる（We Are Still 

In）」に参加する州政府などの人口とGDPは、ア

メリカの50％を超える規模となっており、排出量

で見るならば、なんと世界第4位ものスケールにな

ります。日本一国よりも大きい規模なのです。こ

れだけの規模の集合体が、COP23に参加してパリ

協定を守っていくと表明することは、他の国々に

とっても大きな安心材料となっていることは間違

いありません。 

 「トランプ政権は一過性のもの」と言う冷静な

声も多くの交渉官から聞かれ、脱炭素へ向かう今

後の世界経済のルールを決める場であるCOP23

において、約200か国はしのぎを削ってルール作り

の交渉に臨んでいました。 

＊ ＊ ＊ ＊ 

 確かに米国のパリ条約からの離脱は、温室効果

ガス削減の面でも、途上国での対策支援資金面で

も脅威です。しかし、米国のよいところは、トラ

ンプ大統領の意思を忖度するのではなく、理不尽

な決定に対しては対抗する力が機能するところで

す。トランプ大統領と100%と同じと宣言する人が

総理大臣を務めるわが国も、理不尽にはきちんと

対抗する心構えと姿勢を見習わねばなりません。 

 

日米はまた「化石賞」を受賞日米はまた「化石賞」を受賞日米はまた「化石賞」を受賞日米はまた「化石賞」を受賞 
 COP23では、日本が米国と一緒に11月6日に発

表した「日米戦略エネルギー・パートナーシップ

（JUSEP）」において、2017-18年に優先的に原

子力技術や石炭技術を進めるとしたことに対して、

気候変動交渉・対策において最も足を引っ張った

国に贈られる不名誉な「本日の化石賞」を受賞し

ました。残念ながら最近のCOPで日本は「化石賞」

の常連になっています。 

 フクシマの事故処理に、そして北朝鮮のミサイ

ル問題という核拡散の脅威に悩まされている最中

に、原発の推進を図るのはまさに理不尽です。 

また、石炭火力発電はどんなに高効率であって

も、天然ガス火力発電の2倍以上のCO2を排出し、

温暖化対策の観点からは最も問題です。その石炭

を、パリ協定のルールを議論しているCOP23の最

中に、さらに推進していく姿勢を発表する日米に

は強い批判が集まりました。米ホワイトハウスに

は「特大化石賞」が贈られました。 

マイケル・ブルームバーグ元ニューヨーク市長

は、「石炭を気候サミットで推進することは、タ

バコを癌サミットで推進するようなものだ」と揶

揄したそうです。 

 

COP を支える脱炭素イニシアティブを支える脱炭素イニシアティブを支える脱炭素イニシアティブを支える脱炭素イニシアティブ 
 会議終盤の 11 月 16 日、イギリスとカナダが

主導する「脱石炭へ向けたグローバル連盟 

（Powering Past Coal Alliance）」の発足が 

COP23 の会場で発表されました。同連盟は、脱

石炭をコミットし、その機運を高めていくための

もので、初めて脱石炭方針を掲げる国・地域の連

携が生まれました。現在までに 27 の国と都市が

名を連ねています。 同連盟は、宣言で、来年 2018 

年のカトヴィツェ会議にはこれを 50 に増やすこ

とを目指すとしています。パリ協定の時代にあっ

て、脱炭素に向けた意欲ある先進国、途上国、自

治体が協働するこの連盟は、最も CO2 排出量の

多い石炭からの脱却を加速させようとする国際社

会のトレンドを示したものと言えます。 

 ダイベストメントのイニシアティブの動きも活

発化しています。 ダイベストメントとは、気候変

動の原因である化石燃料に対する投融資を撤収す

る（投資＝インベストメントの逆）という動きで

す。  

大手金融機関の HSBC は、今回のボン会議の

開催前に、石炭火力発電事業やその他の CO2 を

大量に排出する部門に係る金融リスクを低減する

ことを含むグリーン投資の新方針を発表しまし 
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た。また、ボン会議開催中には、ドイツの NGO ウ

ルゲバルトが石炭関連企業のデータベースを公開

しました。その中には、日本企業からは、東京電

力、関西電力、中部電力、中国電力、電源開発 の

ほかに、世界で 26 番目に大きい石炭発電所デベロ

ッパーとされる丸紅も登場しています。これらの

ダイベストメントの動きの背景には、石炭発電所

建設への投資を継続することは、投資を回収でき

ない座礁資産化のリスクを抱える上に、地球平均

気温を 4℃上昇させる手助けをしてしまうことで

あるとの認識があります。パリ協定では、資金の

流れを低排出にするという目標も掲げられており、

今後もますますダイベストメントの取り組みは加

速することが予想されます。 

気候変動対策の推進にはこうした低炭素イニシ

アティブが大きな役割を果たしています。主なも

のを次にリストアップしておきます。 

 

●RE100 

事業運営を 100%再生可能エネルギーで調達する

ことを目標に掲げる企業が加盟するイニシアティ

ブで、「Renewable Energy 100%」の頭文字をと

って「RE100」と命名されている。2014 年に発足

した RE100 には、2017 年 12 月 7 日時点で、世

界全体で 117 社が加盟。 

●SBT 

SBT は、「Science-based Targets」の頭文字を取

った略称で、日本語では「科学的根拠に基づく目

標」。企業に対し「科学的根拠」に基づく「二酸化

炭素排出量削減目標」を立てることを求めている

イニシアティブ。SBT イニシアティブは、気候変

動対策に関する情報開示を推進する機関投資家の

連合体である CDP、国際環境 NGO の世界資源研

究所（WRI）と世界自然保護基金（WWF）、国連

グローバル・コンパクト（UNGC）によって 2014

年 9 月に設立され、この 4 団体が現在も連携して

事務局を務めている。2017 年 12 月 14 日現在約

330 社が参加。うち、日本企業が 40 社。 

●We Mean Business 

Climate Week NYC 2014の開催を契機に生まれ

た企業連合体。「We mean business」は、英語の

熟語で「私たちは真剣だ」という意味。Climate 

Week NYC 2014の会場に集ったアップルなど企

業が発起人となり、さらに、BSR、CDP、Ceres、

The Climate Group、The Prince of Wales 

Corporate Leaders Group、WBCSD（持続可能な

発展のための世界経済人会議）、B Teamという気

候変動やサステナビリティの分野で力を持つ国際

NGOが協働する形で発足。現在世界260社が加盟。

「RE100」と「SBTイニシアティブ」の母体団体。 

●カーボンプライシングリーダーシップ連合 

効果的なカーボンプライシング政策の設計を目的

とした、世界銀行グループの主導による、政府、

民間企業、及び民間団体を含む連合体。COP21の

開催期間に発足。 

●LCTPi 

低炭素技術パートナーシップ・イニシアティブ。

2℃・標実現に向けて、企業や政策立案者のための

共同プラットフォームを提供する。現在、低炭素

貨物、再・可能エネルギー、炭素吸収、省エネビル

ディング、セメント、低炭素輸送燃料、農業、森

林、化学薬品の 9 つの技術分野においてプロジェ

クトが進行中。WBCSD が主導。 

●Climate Action + 100 

世界の大規模排出企業上位100社を対象とした機

関投資家による気候変動問題への解決に向けた新

たな5ヶ年イニシアティブ。企業に対してパリ協定

の下での2度目標へのコミットメント、気候変動関

連の財務情報公開の強化、気候 変動に関するガバ

ナンス体制の向上を求める。 

    

日本の地球温暖化対策の動向日本の地球温暖化対策の動向日本の地球温暖化対策の動向日本の地球温暖化対策の動向    

 日本では、2016年5月に「地球温暖化対策計画」

を閣議決定し、中期目標として2030年度に2013年

度比26%削減を掲げるとともに、目指すべき長期

的目標として2050年に80%削減を掲げました。こ

れを受けて、中央環境審議会地球環境部会が2017

年3月に「長期炭素ビジョン」を発表しています。

これは、これまでの技術や制度の延長線上ででき

ることを積み上げていくだけでは、長期目標を達
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成できないことから、技術のみでなく経済・社会

システムやライフスタイルのイノベーションを図

ること。また、気候変動対策は経済成長、地方創

生、少子高齢社会対策などの我が国の抱える課題

の同時解決にも資するものであることなどの提言

を含んだ、今後の政索の方向性を示したものです。 

 一方、「長期炭素ビジョン」発表直後の4月7日

に経済産業省が「長期地球温暖化対策プラットフ

ォーム報告書」を発表しました。経済産業省の報

告書は、経団連や電力会社などの意向を反映して

か、2050年80％削減など国内でのCO2削減には消

極的で、むしろ「国際貢献」「グローバル・バリ

ューチェンジ」「イノベーション」の3本の矢で、

我が国の排出量を超える地球全体の排出削減に貢

献するというゲームチェンジを提案しています。

具体的な施策提案を見ても、環境省「長期炭素ビ

ジョン」はCCS（二酸化炭素回収・貯留）付き火

力発電とカーボンプライシングに積極的な姿勢を

見せているのに対し、経済産業省のほうは、国内

火力へのCCS付設やカーボンプライシングには慎

重な姿勢を示し、一方、EOR（石油増進回収法）

による低炭素原油やCO2フリー水素開発には積極

的な姿勢を示しています。 

 外務省では、COP23の後、12月12日にパリで行

われた「気候変動サミット（One Planet Summit）」

に河野外務大臣がパネリストとして出席｡COP23

での議論を踏まえ次のような発言をしています。 

●気候問題に取り組むためには全ての力を結集す

る必要がある。日本は資金メカニズムを通じて

だけでなく、先進的な技術力とイノベーション

の力を気候資金のスケールアップに活用するこ

とで世界をリードする。 

●政府は金融市場、投資家、企業との関係を強化

する。日本においては世界最大規模の年金運用

基金であるGPIFがESG投資を国内で牽引して

いる。 

●多くの企業がパリ協定の2℃目標と整合的な目

標設定を始めており、Science Based Target を

支持。2020年3月末までに100社の認定を目指

す。  

●気候変動に関するビジネスと、科学技術とイノ

ベーションをより創造的に結びつけなければな

らない。 

（１）日本は水素エネルギー関連技術でも世界を

リードする。2020年の東京オリンピックを    

水素社会のショーケースとし，2024年のパ

リオリンピックに向けた持続可能な社会の    

実現への道筋を示す。 

（２）燃料電池車を2020年までに約4万台を導入

し，また160箇所の水素ステーションの導入    

を目指す。また，ブルネイやオーストラリ

ア等と協力して，国際水素サプライチェー    

ンの実現に向けた取組を具体化する。 

（３）日本は本年12月23日に気候変動観測衛星

「しきさい」を、また温室効果ガス観測技

術衛星2号「いぶき2号」を2018年度中に打

ち上げる予定。  

●パリ協定と整合的な長期戦略は気候資金の有効

なスケールアップに不可欠。日本は新たな 成長

につながる長期的な戦略を国内で準備中。 

 

エネルギー基本計画エネルギー基本計画エネルギー基本計画エネルギー基本計画の動向に注目の動向に注目の動向に注目の動向に注目 

 いま、経済産業省総合エネルギー調査会基本政

策分科会では、「エネルギー基本計画」の見直し

についての議論が進んでいます。 

 11月28日の会議の配布資料を見る限り、2030年

の電源構成は、再エネが22～24%、原子力が22～

20%、火力が56％程度という目標値で検討が進ん

でいるようです。 

 原子力や火力が高い割合の目標値で設定された

場合、再エネ導入の余地がそれだけなくなるとい

うロックイン現象が起きてしまいます。原子力発

電や石炭火力発電などのインフラ施設は、一度導

入されると長期にわたって放射性廃棄物や二酸化

炭素を排出し続けます。 

 この1月に幅広い国民の意見を募集するためエ

ネ庁のサイトにエネルギー政策に関する「意見箱」

(http://www.enecho.meti.go.jp/category/others/b

asic_plan/opinion/)が設けられました。ぜひ循環研

としても意見提出を検討したいところです。 
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春夏秋冬春夏秋冬春夏秋冬春夏秋冬 

 12 月に入ると町は一斉にクリスマス一色となる。BGM はクリスマスソングで、どこでも同じような

サンタのイルミネーション。商店街はクリスマス飾りと商品であふれる。住宅街でも、外をイルミネー

ションで派手に飾る家が出現する。12 月早々から町中がクリスマス狂いを始めたのは、いつの頃からだ

ったのか。 

 私がご幼少のみぎり、ひと回り上の姉から「ホワイトクリスマス」を英語で覚えさせられた。その教

え方が酷い。お菓子を餌に暗唱できるまで何回でも反復させられた。それでも純真で可愛い弟は、お菓

子にありつくために必死に覚えた。ただ姉は褒美として、お菓子だけではなく一枚のカードもくれた。

その時のお菓子が何だったか、今は全く覚えていない。しかし渡された一枚のカードの絵は、雪の降る

西洋風の街並みで、その静けさが何故か心に浸みわたった。そのクリスマスカードは、私の机の引き出

しに長く大切にしまっていた記憶がある。小生意気だった姉も、ちょっとは夢見る少女だったのかもし

れない。当時のクリスマスは静かで、各家庭なりのクリスマスの楽しみ方があった気がする。 

今夜、町は何処も同じようなイルミネーションでピカピカ、チカチカ。そして昼は、テレビでどのチ

ャンネルも同じ内容のワイドショー。有名人の不倫、ゴシップ、不祥事を同じ顔触れが憶測とその場の

迎合的な言葉を並べ立てる。そんなこんなで今年も暮れ、2018 年新たな年を迎える。誰かが操る一億総

ロボット化。そんな社会に突き進む一年にならなければよいのだが…。 

 

    

クリスマスは何の日かとビール飲むクリスマスは何の日かとビール飲むクリスマスは何の日かとビール飲むクリスマスは何の日かとビール飲む        風月風月風月風月    
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特定非営利活動法人循環型社会研究会 

104-0031 東京都中央区京橋 3-3-14 京橋 AK ビル 6F 

Tel: 03-6262-5946  Fax: 03-5542-1062 

E-Mail：junkan@nord-ise.com  HP： http://junkanken.com/

 

循環型社会研究会（Workers Club for Eco-harmonic Renewable Society）とは 

循環型社会研究会は、10 年来有志で環境問題現場でのフィールドワークを中心に活動しておりましたが、2002
年 7 月 3 日に特定非営利活動法人の法人格を取得しました。 

「次世代に継承すべき自然生態系と調和した循環型社会のあり方を地球的視点から考察し、地域における市民、

事業者、行政の循環型社会形成に向けた取組みの研究、支援、実践およびそのための交流を行う」ことを目的と

して活動しています。 

文／風月（Ｍ） 


